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日本語版WikipediaにおけるDOIリンクの予備的分析
Preliminary Analyses of DOI Links on Japanese Wikipedia
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本研究では，日本語版Wikipediaに含まれる DOIリンクの予備的分析を行った．2015年 3月時点での

日本語版Wikipediaには 28,546件の DOIリンクがあり，そのうち標準名前空間ページに含まれる 27,201

件について，DOI登録機関は CrossRefが 97%，JaLCが 2%であった．日本国外の大手出版社が多く，雑

誌タイトルレベルでは，Nature，Science，PNASなどの自然科学分野の有力誌が多く含まれていた．また，

日本国内の出版者の DOIリンクが含まれていた．

The authors extracted and analyzed DOI links from external links in Japanese Wikipedia. As of

March 2015, there were 28,546 DOI links in all pages and 27,201 in main namespace pages. In terms of

Registration Agencies, 97% of DOI Links were registered by CrossRef, and 2% by JaLC. From the aspect

of Journal Titles, most journals were from scientific field. Some were Japanese journals.
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1 はじめに

学術情報流通において，学術論文をはじめとする

研究成果は不可欠な存在であり，これを誰もが障壁

なく利用できるようにすることの重要性がオープ

ンアクセスの文脈において盛んに論じられてきた．

さらに近年では，最終的な成果物としての学術論文

のみでなく，研究の過程で生じるデータに関しても

オープン化の機運が高まっている．

誰もがウェブ上で学術情報を自由に利用できる環

境が提供されることは，従来の学術情報の利用者と

して認識されてきた研究者や専門家だけではなく，

一般市民を含む，より広範な人々が学術情報を利用

しうることを意味する．さらに近年，「オープンサイ

エンス」として，研究成果や研究データの利活用を

促進する動きがあることから，ウェブで利用可能な

学術情報の量およびそれを利活用する動きは今後も

拡大を続けることが考えられる．このように，オー

プンなウェブと学術情報が結びつくことで，従来と

異なる学術情報の利用が生じると考えられる．

2014年時点で日本におけるパソコンからの利用

者数の第 8位 [1]であるWikipediaは，誰でも編集



できるフリー百科事典であり，学術的な内容を含む

多様な項目が存在する．Wikipediaの本文中の記述

に関する出典として学術情報への外部リンクが含ま

れている．また，DOI(Digital Object Identifier)の

世界最大規模の登録機関である CrossRefの報告で

は，CrossRefが登録した DOIに関して，参照元の

うち 8 番目に大きなウェブサイトがWikipedia で

あり，実際にWikipediaの利用者が DOIリンクを

クリックして閲覧していることを指摘している [2]．

このことから，Wikipediaがウェブと学術の世界を

橋渡しする役割を果たしていることが分かる．

Wikipediaの外部リンクを分析した事例としては，

Nielsenが英語版Wikipediaの外部リンクに含まれ

る学術情報に着目し，当該論文の Journal Citation

Reportsでのインパクトファクター値との関係性を

調査した研究 [3]がある．日本語版Wikipediaにつ

いては，佐藤らによるリンク切れの状況に着目した

分析 [4]がある．

しかし，日本語版Wikipediaの外部リンクに含ま

れる学術情報に着目した調査は管見の限り見当たら

ない．また，DOIについても，システム自体の仕組

みや付与対象に関する解説記事は見られるものの，

DOIがどのような場所で，どのような学術情報を繋

いでいるのかについての分析事例は見当たらない．

そこで本研究は日本語版Wikipediaのダンプデータ

をもとに，外部リンク内のDOIリンクを分析した．

2 「DOI」と「DOIリンク」

DOIとは，コンテンツの電子データに付与される

国際的な識別子であり，解決可能，持続的，相互運

用可能なリンクを提供するための仕組みである．

DOIは，図 1に示すように「10.」で始まるPrefix，

「/」(スラッシュ)，Suffix，から構成される．

DOIを「http://dx.doi.org/」(または「http:

//doi.org/」)の後方に加えることでURLとして

機能し，当該コンテンツの URLにリダイレクトさ

れる．本研究では，この URLを通じたハイパーリ

ンクを「DOIリンク」と定義する．

DOI の登録は RA(Registration Agencies，DOI

登録機関)を通じて行われる．世界最大規模のRAは

CrossRefであり，日本国内においては Japan Link

Center(以下，JaLC とする) が唯一の RA である．

2015年 4月時点で，CrossRefによって登録された

DOIは約7,300万件，JaLCによって登録されたDOI

図 1: 「DOI」と「DOIリンク」の例

は約 300万件である [5] [6]．他の主なRAとしては，

Data Cite，mEDRA，OPOCEがある．

3 対象・方法

3.1 分析対象

本研究では，2015 年 3 月 13 日時点の日本語版

Wikipediaのダンプデータのうち，外部リンクが記

述された「externallinks.sql」と項目名ごとのデータ

が記述された「pages.sql」を分析に使用した．

分析対象となる DOI リンクの抽出については，

内部結合により「pages.sql」の項目名，名前空間

(page namespace)とともに，外部リンク群から「dx.

doi.org」または「doi.org」を含むリンクを抽出した．

抽出した 28,552件から非DOIリンクである 6件を

除去したDOIリンク 28,546件のうち，百科事典の

記事を意味する，名前空間が「0」(以下，標準名前

空間とする)である 27,201件を主な分析対象とする．

3.2 分析方法

標準名前空間における 27,201件のDOIリンクに

ついて，doiRA [7]と呼ばれるAPIを用いてRAの

データを取得する．さらに，CrossRef REST API(以

下，REST APIとする) [8]を用いてデータを取得

する．以下，それぞれの APIを実行して得られる

データの具体例を示す．� �
{“DOI”: “10.2964/jsik.21 06”,

“RA”: “CrossRef”}� �
図 2: doiRAによる RAの取得例

doiRAは，任意のDOIについて，RAのデータを

取得するAPIである．図 2は「DOI:10.2964/jsik.21

http://dx.doi.org/
http://doi.org/
http://doi.org/


06」のRAを取得した例で，RAは「CrossRef」で

ある．doiRAはCrossRef以外が登録したDOIにつ

いても RAのデータを取得できる．� �
{“member”:“http:\/\/id.crossref.org\/

member\/1527”, “name”:“Japan Society of

Information and Knowledge”,

“prefix”: “http:\/\/id.crossref.org\/prefix\/

10.2964”}� �
図 3: REST APIの prefixesを取得した例

REST APIの prefixesにより，Prefixのデータを

取得できる．図 3 は「Prefix:10.2964」の prefixes

を取得した例である．このとき，name の値から

「Japan Society of Information and Knowledge」が

登録者 (以下，Registrantとする)であることが分か

る．ただし，REST APIの prefixesはRAがCross-

RefであるDOIのみに対応しており，それ以外の場

合は Registrantを取得することができない．� �
{...“container-title”:[“Journal of Japan
Society of Information and Knowledge”,

“Joho Chishiki Gakkaishi”]...}� �
図 4: REST APIの worksを取得した例

Journal Titleについては，REST APIの works

によって取得が可能である．図 4は「Prefix:10.2964，

Suffix:jsik.21 06」の情報を取得した例である．この

とき，container–titleの値より，ジャーナル名 (以

下，Journal Titleとする)は「Journal of Japan So-

ciety of Information and Knowledge, Joho Chishiki

Gakkaishi」である．REST APIの worksはRAが

CrossRefであるDOIのみに対応しており，それ以外

の場合は Journal Titleを取得することができない．

4 分析結果

4.1 名前空間ごとの集計

分析対象のDOIリンク 28,546件を名前空間ごと

に集計した結果を表 1に示す．「のべDOIリンク数」

は重複を含む DOIリンクの数，「異なりページ」は

重複を除いたページ数，「異なり DOIリンク数」は

重複を除いた DOIリンク数を指す．

表 1: 名前空間ごとの集計 (n=28,546)

のべ DOI 異なり 異なり DOI

名前空間 リンク数 ページ数 リンク数

0 27,201 9,135 24,071

1 69 48 66

2 568 122 558

3 45 7 44

4 7 5 6

5 2 2 2

6 2 1 2

10 634 632 623

11 2 2 2

102 14 4 14

103 2 1 2

全体 28,546 9,959 24,599

DOIリンクが含まれている名前空間は，「0標準」，

「1 ノート」，「2 利用者」，「3 利用者–会話」，「4

Wikipedia」，「5 Wikipedia–ノート」，「6ファイル」，

「10 Template」，「11 Template–ノート」，「102 プ

ロジェクト」，「103 プロジェクト–ノート」である．

ノートページや利用者ページなど，標準名前空間

ページ以外においてもDOIリンクが含まれている．

DOIリンクが最も多く含まれているのは標準名前

空間ページであり，27,201件の DOIリンクを含ん

でいる．次いで，Templateページ，利用者ページ，

ノートページの順に多い．

図 5: ノートページでのDOIリンクを用いた議論の

例 (下線は筆者による)．出典は参考文献 [9]



また，図 5のように，本文中での記述の出典に関

してノートページで議論が行われる際に，DOIリ

ンクが用いられる事例がある．

4.2 RAごとの集計

標準名前空間ページに含まれる DOIリンクにつ

いて，RAごとの集計結果を表 2に示す．

最も件数の多いRAはCrossRefであり，26,273件

(約 97%)と全体の大部分を占めている．次いで多い

RAは JaLCであり，518件 (約 2%)である．Cross-

Refは学術論文などの学術的なコンテンツにDOIを

付与するRAであるため，日本語版Wikipediaにお

ける DOIリンクの大部分は学術論文などの引用で

ある．JaLCは日本国内で発行された学術的なコン

テンツにDOIを付与するRAであることから，日本

国内で刊行された学術論文の引用も行われている．

上記以外の RA として，Data Cite，mEDRA，

OPOCE，Publicがある．Data Citeは研究データ

セットに DOIを付与する RAであるため，少数で

はあるものの，日本語版Wikipedia において研究

データの引用が行われているといえる．

その他の結果としては，「DOI does not exist」，

「Invalid DOI」，「Error」があり，それぞれ，存在し

ない DOI，無効な DOI，それ以外のエラー，の場

合に得られる結果である．「DOI does not exist」は

Suffixの値の記述に誤りがある場合や，RA側の登録

内容に問題があることが原因と考えられる．「Invalid

DOI」は Prefixに「doi:」のような不要な文字列が

含まれている場合である．「Error」は 404のステー

タス・コードが返される場合である．これらの結果

から，日本語版Wikipediaには存在しない DOIリ

ンクや無効な DOIリンクが含まれている．

4.3 Prefixごとの集計

標準名前空間ページに含まれる DOIリンクにつ

いて，Prefixごとの集計結果を表 3に示す．なお，

「Wiley–Blackwell」のようにRegistrantとPrefixは

1対多の関係になる場合がある．

上位の Registrantは日本国外の大手出版社であ

る．1位「Elsevier」，2位「Springer」，4位「Na-

ture」，5&6位「Wiley–Blackwell」，13位「Informa

UK Limited」は商業出版社系，3位「ACS」，8位

「AAAS」，10位「PNAS」，11位「APS」，12位

表 2: RAごとの集計 (n=27,201)

RA Count 備考

CrossRef 26,373

Japan Link Center 518

Data Cite 11

mEDRA 5

OPOCE 2

Public 6

DOI does not exist 186 存在しない DOI

Invalid DOI 99 無効な DOI

Error 1 上記以外のエラー

表 3: Prefixごとの集計 (上位 15件，n=27,201)

No Prefix Registrant Count

1 10.1016 Elsevier BV 4,398

2 10.1007 Springer Science

+Business Media 1,707

3 10.1021 ACS 1,651

4 10.1038 Nature Publishing Group 1,424

5 10.1002 Wiley–Blackwell 1,292

6 10.1111 Wiley–Blackwell 1,235

7 10.1086 University of Chicago Press 1,112

8 10.1126 AAAS 853

9 10.2307 JSTOR 649

10 10.1073 PNAS 573

11 10.1103 APS 550

12 10.1093 Oxford University Press 527

13 10.108 Informa UK Limited 421

14 10.1074 ASBMB 335

15 10.1051 EDP Sciences 317

「Oxford University Press」，14位「ASBMB」，15

位「EDP Sciences」は学協会系の有力誌である．

その他，表 3 には登場しないものの，特筆すべ

き点として，オープンアクセスメガジャーナルの

「PLoS」が 20位 (241件，約 0.9%)である．日本国

内の出版者は，「Tokyo Geographical Society(東京

地学協会)」が 35位 (132件，約 0.5%)，「Japanese

Society of Fisheries Science(日本水産学会)」が 37

位 (120件，約 0.4%)，「Japan Society for Bioscience,

Biotechnology, and Agrochemistry(日本農芸化学

会)」が 38位 (112件，0.4%)である．



表 4: Journal Titleごとの集計 (上位 15件，n=27,201)

No Journal Title Category name Count

1 Nature Multidisciplinary 902

2 Science Multidisciplinary 839

3 PNAS Multidisciplinary 569

4 JACS CHEMISTRY 564

5 The Astrophysical Journal SPACE SCIENCE 463

6 Journal of Biological Chemistry BIOLOGY & BIOCHEMISTRY 327

7 Astronomy and Astrophysics SPACE SCIENCE 278

8 The Astrophysical Journal SPACE SCIENCE 251

9 Biochemistry BIOCHEMISTRY 231

10 European Journal of Biochemistry BIOCHEMISTRY 214

11 Physical Review Letters PHYSICS 206

12 Archives of Biochemistry and Biophysics BIOCHEMISTRY 190

13 Icarus SPACE SCIENCE 176

14 New England Journal of Medicine CLINICAL MEDICINE 165

15 The Journal of Organic Chemistry CHEMISTRY 155

4.4 Journal Titleごとの集計

標準名前空間ページに含まれる DOIリンクにつ

いて，Journal Titleごとの集計結果を表 4に示す．

上位 15 件について THOMSON REUTERS の

Master Journal List [10]にある「SOURCE PUB-

LICATION DOCUMENTS」との照合を行ったと

ころ，すべて「Science Citation Index Expanded

Source Publication」に収録されていることが分か

った．このことから，上位 15 件は Journal Cita-

tion Reportsでの Science分野のジャーナルである

ことが分かる．さらに詳細情報を得るため，THOM-

SON REUTERSが提供する SCIENCEWATCHの

「JOURNAL LIST FOR ESSENTIAL SCIENCE

INDICATORS」[11]との照合結果をCategory name

として示す．

Journal Titleごとに見ると，「Nature」(902件，約

3%)が最も多く，「Science」(839件，約3%)，「PNAS」

(569件，約 2%)が続く．これらはいずれもCategory

nameが「Multidisciplinary」である．

Category nameについて件数の多い順に見ると，

「Multidisciplinary」(2,310件)，「SPACE SCIEN

CE」(1,168件)，「CHEMISTRY」(719件)，「BIO-

CHEMISTRY」(635件)，「BIOLOGY & BIOCHE

MISTRY」(327件)，「PHYSICS」(206件)，「CLIN-

ICAL MEDICINE」(165 件) である．この結果か

ら，学際分野のほか，宇宙科学，化学，生化学，生

物学，物理，臨床医学分野が多く含まれているとい

える．ただし，Journal Titleは CrossRef側に登録

されたデータをそのまま出力した結果であるため，

1つの Journal Titleが複数に分かれてしまってい

る可能性がある．

なお，表 4から除外した項目として，REST API

でのworksの取得結果が「Resource not found.」の

ものが 861件ある．表 2での CrossRef以外の RA

による DOIが含まれ，JaLCの DOI 518件すべて

が該当する．

5 考察と今後の課題

本研究では，日本語版Wikipediaの外部リンクに

含まれるDOIリンクの分析を行った．2015年 3月

時点で，日本語版Wikipedia全体に DOIリンクは

約 28,546件あり，標準名前空間，Template，利用

者ページに多く含まれていた．

標準名前空間ページの 27,201件のDOIリンクの

うち，97%が CrossRef，2%が JaLCによって登録

されたものであった．CrossRefの DOIリンクにつ

いて，大部分は日本国外の大手商業出版社や学協会

のコンテンツである．ジャーナルとしては自然科学

分野が多く，Nature や Science などの総合誌のほ

か，宇宙科学，化学，生化学，生物学，物理，臨床

医学分野であった．



これらの結果は，日本語版Wikipediaにおいて，

従来の研究者や専門家による学術情報流通とあまり

変わりのない学術情報が利用されていることを示す

ものである．その一方で，日本国内の出版者のDOI

リンクや，Data Citeによるデータセット，オープ

ンアクセスメガジャーナル「PLoS」のDOIリンク

が含まれていることは，日本語版Wikipedia が多

様な学術情報と利用者を繋ぐ可能性を示している．

JaLCをはじめ，DOIの付与対象を拡大する動きが

あることから，それに伴って日本語版Wikipediaに

おける DOIリンクの件数やコンテンツ種別に変化

が生じる可能性が考えられる．

今後の研究課題として，CrossRef以外のRA，特

に日本国内で刊行されるコンテンツを扱っている

JaLCのDOIについて詳細な分析を行うほか，件数

だけではなく，実際の利用者がどのように DOIを

利用しているかを明らかにする．これらの分析を通

じて，DOIがどのような場所で，どのような学術情

報を繋いでいるのかについて，より詳細に明らかに

することを目指す．

また，分析結果に見られた「存在しない DOIリ

ンク」や「無効な DOIリンク」について，原因が

DOIの記述の誤りであるか，DOIのシステム側で

のリンク切れによるものであるかについても明らか

にする．
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